
産業人OBネット団体会員の皆様にはいつもお世話になっており、
この場をお借りしてお礼を申し上げます。

今回の「OBネット便り」は今年度の上半期の状況に付いて報告
する予定でしたが、今年は年初以来“新型コロナウイルス”の猛威の
恐怖に明け暮れ、今迄経験した事の無い情勢になっています。 吉井副理事⾧

年初からアジアで始まり、アッと云う間に日本、ヨーロッパ、アメリカ大陸、ア
フリカと世界中に広がり、未だ収束の兆しはありません。

日本も、今年最大の行事予定のオリンピックがコロナ禍で1年延⾧され、4月には
「緊急事態宣言」が発出され一時感染者は下火になったかと思われましたが、今再
び感染者数が増えつつあり、感染を抑える事と経済活動の両立を図る事の難しさが
浮き彫りにされています。

以上の様な状況の下、OBネットの上半期の行事は、多くの会合は中止又は延期と
なりましたが、簡単に状況を申し上げます。
（１）5月の総会も書面採決を行いました。
（２）総会で決まった事の一つが、企業支援について、今迄はOBネットのアドバイ

ザーと企業の間で直接契約を行っていましたが、今後はOBネットが窓口で受
託し、状況及び支援結果の把握も明確にし、責任あるサポートに結び付ける
遣り方に変更しました。 皆様のご理解とご協力をお願い致します。
しかし今年はニーズ案件も少なく、コロナ禍の影響もあり活発な活動は出来
てない状況です。

（３）プロジェクト関連では、
①「産業メッセビジネスマッチング推進事業」は規模を縮小して行う。
②「神戸市中小企業訪問事業」も規模縮小の中での活動となります。
③ 出前教育関連では、補助金関連、研修関連で活発な動きも散見される。
④ 研修・フォーラム関連は秋にかけて皆様のご興味有りそうなテーマで企画

をしております。
その他のアイテムは、同様に規模縮小や延期又は中止となっています。
現況を加味して予算の見直しもする積りです。
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又、事務局では、団体特定会員様に対するサービスに付いて原点に返って検討す
る様に、各お客様の窓口担当者と事務局員で訪問させて頂き、我々の状況報告を行
う事と、OBネットに対するご要望、アドバイス等を伺う様にさせて貰っています。
お互いにコミュニケーションを良く取る事が大事ですが、忌憚の無いご意見、アド
バイスを聞かせて戴き、より親密な関係を構築出来たら・・・と思っております。
ご協力を宜しくお願い致します。

コロナウイルスの影響で、今迄に無い社会活動、人・物の動きや個人生活に変化
が出て来ております。 世の中の仕組みが変わるかも知れません。どの様な変化に
なるのか。 その様な変化に対してどの様な対応策を取れば良いのか・・・等、難
題が出て来ることが予想されます。

しかし、何事もプラス思考で考え、変化が起きる時は（見方を変えれば）チャン
スかも知れません。不透明な先の事をあれこれ考え・悩むより、足元を良く見て今
遣るべきことを確実にやって行く、事が大事では無いでしょうか。 客観的に自社
の生産体制・合理化、社員教育・研修、客先対策、新製品開発、マーケッティング、
事業継承、経営方針等をじっくり分析し、社員ともよく話合い、方針を明確にする
ことは、この時期にこそ、出来る事かも知れません。 もしその様なお悩みがあり、
我々の経験や知見が生かされるなら、是非ご相談下さい。

この状況下、大変な事が多いと思いますが、申し上げました様に原点に返って前
向きに頑張りましょう!

認定NPO法人産業人OBネットの会員数は以下の通り（2020年9月1日現在）

個人会員（正会員、賛助会員、アドバイザー）122名

団体会員（特定会員、賛助会員）60社・団体

産業人OBネットの会員数



神戸市経済産業局よりの受託事業のご紹介

今年年初より猛威を振るっております新型コロナウイルスに対する支援策として、
神戸市では様々な支援メニューが用意されております。しかしながら中小企業製造
者の皆様からは、「支援策や窓口が多岐にわたり、自社に当てはまる支援策に中々
たどり着けない」といった声が寄せられています。事前に簡単に中小製造業者の皆
様が支援策選定のために活用できるセルフチェックシートやQ&Aを作成してほしい
という声を受けて、産業人OBネットでは神戸市経済産業局工業課の委託により下記
のセルフチェックシートの作成・更新の業務を受託いたしました。これは神戸市の
ホームページにも掲載されております。皆様、是非一度ご覧頂きご活用ください。

「神戸市HP – 新型コロナウイルスに関する支援総合サイト – 事業者の頁」

支援のカテゴリーメニューは「資金繰りに関すること」「雇用の確保や休業補償
に関すること」「固定費（借金の返済、税金）の負担軽減に関すること」「事業継
続に関すること」等であります。更には、回復期に向けて今後の「設備投資・経営
環境の整備」「新規事業創設」「将来に向けた新規投資（補助金活用等）」も用意
いたしております。皆様、ご活用の程お願い申し上げます。



産業人OBネットでは、団体会員様向けに、今年度以下のようなイベントを計画し

ております。団体会員様のプレゼン機会、情報発信の場として、是非御活用をご検

討ください。

〇毎月上旬の情報交換会での皆様方のプレゼン会

定例の情報交換会の場において、毎月2社程度、団体会員等皆様方のお会社で、

例えば、販路開拓、あるいは品質管理、等々、現状、お困まりになっている

こと、お悩み事、等、解決なさりたい課題、支援を受けたい内容、等を我々

AD(アドバイザー)に向け、プレゼンいただき、当OBネットアドバイザーが

それを受けて、課題解決のご相談に乗り、課題解決を一緒になって考えてまい

ります。是非是非この場をご活用ください。

〇本年度開催予定のフォーラム

毎年恒例のフォーラムを、今年は以下の日程にて計画いたしております。

詳細が固まりましたら、改めてご案内申し上げます。

日時:11月20日（金）14時～17時（参加無料、定員100名）

会場:神戸市産業振興センター10階レセプションルーム

〇2021年2月開催予定の企業・アドバイザー合同プレゼン会

本年度で第5回目の開催を迎えます。日時・内容等は目下検討中であります。

また、皆様に質の高いご支援を提供するべく、OBネット内にて、アドバイザー

スキル向上のため、2020年12月（第1回）、2021年1月（第2回）と、ADプレ

ゼン能力向上勉強会を計画しております。

更には、定例的に新規入会の個人会員に向け、新入会員基礎研修会、等を実施

しております。

２０２０年度今後の主要行事予定



産業メッセでの産業人OBネット活動状況のご報告

去る9月3日(木),4日(金)の二日間にわたり
神戸国際展示場で国際フロンティア産業メッ
セ2020が開催され、出展社数は317社・団体
期間中数多くの方が来場されました。

産業人OBネットでは、2013年より本メッ
セにおいてNIRO（公財）新産業創造研究機
構からの委託を受けて、今年もビジネスマッチングの支援を行ないました。

その活動内容につきまして、以下にご紹介申し上げます。
本メッセでのビジネスマッチング支援内容は、メッセ
当日のマッチング作業に至るまでに、以下の通り⾧期間、
多岐にわたっており、メッセ閉幕後もフォローアップ作
業を続けてまいります。

・出展企業訪問
・来場勧誘企業訪問
・当日のマッチング
・フォローアップ

最終12月にNIROへ「総括報告書」提出の予定。
また産業人OBネットでは本年も2号館I-27に専用ブースを設け、新型コロナ対策

を万全にして来場者をお迎えし、45社/50名の皆様に来訪いただきました。
出展内容は、来場者の皆様に我々アドバ

イザーのスキルをよく知って頂くため、
マイログの展示及びプロジェクター投影を
実施しました。
また、二日目の午後からは、産業人OBネ
ットの内藤裕宣が「産業人OBネットの活
動紹介、企業支援の仕組み等」について
プレゼンテーションを行いました。



2020年度新規入会団体会員のご紹介

産業人OBネットでは新たに下記の通り、岡山工業様を新規団体会員としてお迎
えいたしました。末永くお付き合いをお願いいたします。


